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京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
敦
煌
道
経

│
│
﹃
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
﹄
を
中
心
に
│
│

神
　
塚
　
淑
　
子

は
じ
め
に

　

日
本
の
京
都
国
立
博
物
館
に
は
、
道
教
関
係
の
敦
煌
写
本
を
二
点
所
蔵
し

て
い
る
。『
守
屋
孝
蔵
氏
蒐
集
古
経
図（

１
）録』
五
六
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
る
次

の
二
点
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　

番
号
二
五
二　
「
太
上
業
報
因
縁
経
巻
第
八
」
一
巻

　
　

番
号
二
五
三　
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
一
巻

　

こ
の
う
ち
、
前
者
の
「
太
上
業
報
因
縁
経
巻
第
八
」
一
巻
は
、
首
尾
完
具

し
、
天
宝
十
二
載
（
七
五
三
）
に
白
鶴
観
で
書
写
し
た
と
い
う
奥
書
が
あ

る
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
国
内
に
所
蔵
す
る
敦
煌
道
経

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
後
者
の
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
一
巻
は
、
承
聖
三
年

（
五
五
四
）
に
道
士
朱
世
元
が
書
写
し
た
と
い
う
奥
書
が
あ
る
が
、
こ
の
道

経
は
道
蔵
（
正
統
道
蔵
）
に
は
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て

は
不
明
の
点
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
六
朝
時
代
の
霊
宝

経
の
成
り
立
ち
や
六
朝
道
教
の
展
開
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
写
本
の
概
略
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

特
に
、
後
者
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
一
巻
に
つ
い
て
詳
し
く
検

討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
　
京
都
二
五
二
「
太
上
業
報
因
縁
経
巻
第
八
」

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
番
号
二
五
二
「
太
上
業
報
因
縁
経
巻
第
八
」
の
概
略
を

み
て
お
き
た
い
。
こ
の
写
本
に
つ
い
て
は
、『
守
屋
孝
蔵
氏
蒐
集
古
経
図

録
』
五
六
頁
の
ほ
か
に
、
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
九
六
〜
九
八

頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
一
六
六
〜
一
七
○
頁
、
王
卡
『
敦
煌
道
教

文
献
研
究
│
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
一
二
六
頁
に
も
記
載
さ
れ
て
い
）
2
（
る
。

大
淵
忍
爾
氏
は
こ
れ
を
「
京
都
博
物
館
蔵
本
二
五
二
」
と
呼
び
、
王
卡
氏
は

「
京
都
二
五
二
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
王
卡
氏
と
同
様
に
「
京
都

二
五
二
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

京
都
二
五
二
は
、
首
尾
完
具
し
た
写
本
で
あ
り
、
首
題
と
尾
題
が
「
太
上
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業
報
因
縁
経
巻
第
八
」
と
あ
り
、
首
題
の
次
行
に
は
「
生
神
品
第
十
九
」
と

い
う
品
題
が
あ
る
。
首
題
・
尾
題
を
除
き
、
品
題
以
下
、
全
一
八
三
行
の
文

が
存
す
る
。
道
蔵
本
の
『
太
上
洞
玄
霊
宝
業
報
因
縁
経
』（
道
蔵
第
一
七

四
・
一
七
五
冊
）
と
比
べ
る
と
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
が
、
内
容
に
関

わ
る
よ
う
な
大
き
な
相
異
で
は
な
）
3
（

い
。
巻
末
に
奥
書
が
あ
り
、「
天
寶
十
二

載
六
月　

日
白
鶴
観
為
皇
帝
敬
寫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
尾
題
の
周
辺
に

は
、
木
筆
に
よ
る
習
字
の
跡
が
あ
り
、
奥
書
の
左
に
は
西
蔵
文
が
一
行
書
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
末
紙
背
に
は
「
常
聞
四
海
荒
々
生
何
无
拯
」
と
書
か

れ
た
一
行
が
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
京
都
二
五
二
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
そ
の
写
真
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
ｅ
國
寶 

国
立
博
物
館

所
蔵
國
宝
・
重
要
文
化
財
」
の
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.em
useum

.jp

）
で

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
『
太
上
洞
玄
霊
宝
業
報
因
縁
経
』
は
全
十
巻
の
経
典
で
、
六
朝
末
か
ら
隋

唐
の
際
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
経
題
の
と
お
り
、
業
報
因
縁
に
関
す

る
事
柄
が
詳
細
に
説
か
れ
て
お
り
、
六
朝
道
教
が
仏
教
の
因
果
応
報
思
想
を

ど
の
よ
う
に
受
容
吸
収
し
た
か
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

い
）
4
（
る
。
京
都
二
五
二
は
、
そ
の
巻
八
「
生
神
品
第
十
九
」
を
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
「
生
神
品
第
十
九
」
は
、
思
想
的
に
興
味
深
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
一

人
一
人
の
人
間
の
業
報
因
縁
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、「
人
始
め
て
身
を
受
く

る
や
、
皆　

虚
无
自
然
中
よ
り
来
た
る
。
黄
を
廻
し
白
を
転
じ
、
気
を
構
え

精
を
凝
ら
し
、
元
父　

神
を
生
じ
、
玄
母　

形
を
成
し
、
天
を
承
け
地
に
順

い
、
陰
陽
を
合
化
す
。
両
半
の
因
縁
も
て
、
其
の
骨
肉
を
稟
く
。
其
の
昔
業

に
資
り
て
今
縁
に
会
遇
し
、
象
を
乾
坤
に
取
り
て
懐
を
日
月
に
含
み
、
陰
陽

変
化
し
て
神
識
往
来
せ
ざ
る
は
莫
し
」（
京
都
二
五
二
の
六
行
目
か
ら
一
一

行
目
）
と
か
、「
人
の
生
を
受
く
る
や
、
未
だ
先
業
よ
り
来
た
ら
ざ
る
者
有

ら
ず
。
故
に
神
を
稟
け
質
を
挺
す
る
に
、
各
々
因
縁
有
り
、
罪
福
吉
凶
は
、

悉
く
其
の
業
に
従
う
」（
京
都
二
五
二
の
一
五
二
行
目
か
ら
一
五
三
行
目
）

と
い
う
よ
う
に
、
人
の
生
が
そ
こ
か
ら
始
ま
る
「
虚
无
自
然
」
か
ら
説
き
起

こ
し
、「
気
」「
精
」「
神
」「
形
」「
陰
陽
」
な
ど
中
国
固
有
の
観
念
を
用
い

つ
つ
、
そ
の
中
に
仏
教
の
「
縁
」「
因
縁
」
の
観
念
を
織
り
込
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
見
え
る
「
両
半
」
と
い
う
語
は
、
古
霊
宝
経
の
一
つ
で
あ
る
『
太
上

洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』（
道
蔵
第
一
六
七
冊
）
に
見
え
る
も
の
で
、

こ
の
よ
う
に
人
間
の
身
体
形
成
過
程
と
業
の
観
念
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が

六
朝
道
教
の
因
果
応
報
の
理
論
と
な
っ
て
い
）
5
（

る
。「
生
神
品
第
十
九
」
に

は
、
そ
の
他
に
、
身
体
の
各
部
位
に
宿
る
体
内
神
の
こ
と
や
、
人
々
の
善
悪

を
監
視
す
る
た
め
に
天
上
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
神
々
の
こ
と
、
あ
る
い
は
、
死

者
供
養
と
し
て
焼
香
懺
悔
・
造
経
造
像
・
貧
窮
者
の
済
度
を
行
う
こ
と
な
ど

が
説
か
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
じ
て
、
中
国
固
有
の
観
念
と
仏
教
思
想
と
の

融
合
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
興
味
深
い
巻
で
あ
る
。

　

こ
の
『
太
上
洞
玄
霊
宝
業
報
因
縁
経
』
は
広
く
世
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
、

敦
煌
写
本
に
も
多
く
の
点
数
が
残
っ
て
い
る
。
王
卡
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

『
太
上
洞
玄
霊
宝
業
報
因
縁
経
』
の
敦
煌
写
本
は
二
十
五
点
、
ト
ル
フ
ァ
ン
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写
本
が
二
点
あ
り
、
巻
八
に
つ
い
て
も
、
敦
煌
写
本
が
四
点
（
京
都
二
五

二
、
ス
タ
イ
ン
一
○
九
一
八
、
ペ
リ
オ
二
三
六
二
、
ス
タ
イ
ン
六
○
六
五
）

あ
）
6
（

る
。
京
都
二
五
二
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

　

京
都
二
五
二
の
巻
末
の
奥
書
は
、
こ
れ
が
天
宝
十
二
年
（
七
五
三
）
六
月

に
白
鶴
観
と
い
う
道
観
に
お
い
て
皇
帝
（
玄
宗
）
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
王
卡
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
白
鶴
観
と
い
う
道
観
は
、

道
教
関
係
の
敦
煌
写
本
の
中
で
は
、
他
の
三
点
に
も
見
え
る
。
そ
の
第
一

は
、
北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵
「
慈
善
孝
子
報
恩
成
道
経
」
の
巻
末
の
「
天
寶

十
二
載
六
月　

日
白
鶴
観
為
皇
帝
敬
寫
」
と
い
う
奥
）
7
（

書
、
第
二
は
、
ペ
リ
オ

二
二
五
七
「
太
上
大
道
玉
清
経
」
の
巻
末
の
「
天
寶
十
二
載
五
月　

日
白
鶴

観
奉
為
皇
帝
敬
寫
」
と
い
う
奥
）
8
（

書
、
第
三
は
、
ペ
リ
オ
三
五
六
二
Ｖ
「
斎
醮

度
亡
祈
願
文
集
」
の
文
中
に
、「
今
謹
有
白
鶴
観
三
洞
某
法
師
ム
七
之
所
崇

設
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
）
9
（

る
。
第
一
の
も
の
は
、
京
都
二
五
二
の
奥
書
と

全
く
同
文
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
白
鶴
観
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、

大
淵
氏
は
ペ
リ
オ
三
五
六
二
Ｖ
の
説
明
の
中
で
、「
白
鶴
観
は
敦
煌
の
代
表

的
道
観
な
の
で
あ
ろ
う
」（『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
三
六
三
頁
）
と
す
る

が
、
王
卡
氏
は
敦
煌
説
の
ほ
か
に
京
師
説
も
あ
る
と
し
て
お
り
（『
敦
煌
道

教
文
献
研
究
│
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
二
九
六
頁
）、
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。

二
　
京
都
二
五
三
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」

　

次
に
、
二
五
三
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
に
つ
い
て
見
て
い

く
。
こ
の
写
本
に
つ
い
て
は
、『
守
屋
孝
蔵
氏
蒐
集
古
経
図
録
』
五
六
頁
の

ほ
か
に
、
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
七
五
〜
七
七
頁
、
同
『
敦
煌

道
経 

図
録
編
』
一
○
四
頁
、
王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
│
綜
述
・
目

録
・
索
引
』
一
○
六
〜
一
○
七
頁
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
淵
忍
爾
氏
は

こ
れ
を
「
京
都
博
物
館
蔵
本
二
五
三
」
と
呼
び
、
王
卡
氏
は
「
京
都
二
五

三
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
王
卡
氏
と
同
様
に
「
京
都
二
五
三
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

京
都
二
五
三
は
、
首
部
残
欠
、
尾
部
完
具
の
写
本
で
、
尾
題
に
「
太
上
洞

玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
と
あ
り
、
末
行
に
「
承
聖
三
年
三
月
七
日
道
士
朱

世
元
書
」
と
記
さ
れ
た
奥
書
が
あ
る
。
承
聖
三
年
（
五
五
四
）
と
い
う
の

は
、
南
朝
梁
の
元
帝
の
年
号
で
あ
る
。
三
三
六
行
の
文
が
存
し
て
お
り
、
六

六
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
長
巻
で
あ
る
。

　

京
都
二
五
三
の
尾
題
に
は
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
と
あ
る

が
、
そ
の
名
称
の
文
献
は
、
道
蔵
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、
そ
の
題
名
か
ら
推
測
し
て
、
大
淵
忍
爾
氏
・
王
卡
氏
が
と
も
に
指
摘

す
る
よ
う
に
、「
霊
宝
中
盟
経
目
」（『
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』
巻
四
。
道
蔵

第
七
六
一
冊
）
に
著
録
す
る
「
衆
経
序
一
巻
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

京
都
二
五
三
の
内
容
は
、
陸
修
静
の
「
霊
宝
経
目
」
に
名
が
見
え
る
霊
宝
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経
（「
古
霊
宝
経
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
う
ち
の
三
種
の
経
典
の
文
を
抜
粋

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
三
種
の
霊
宝
経
は
、
い
ず
れ
も
道
蔵
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
便
宜
上
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
記
号
を
付
し
て
挙
げ
て
お
く
。

　
　

Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』（
道
蔵
第
二
六
冊
）

　
　

Ｂ
『
太
上
洞
玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』（
道
蔵
第
二
○
二
冊
）

　
　

Ｃ
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』（
道
蔵
第
四
九
冊
）

　

京
都
二
五
三
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
の
対
応
関
係
に
注
目
し

て
ま
と
め
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
．
一
行
目
か
ら
一
六
行
目

　

首
部
が
欠
け
て
い
て
原
題
を
欠
く
が
、
内
容
か
ら
見
て
、「
元
始
五
老
赤

書
玉
篇
真
文
天
書
経
第
一
」
と
い
う
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
Ａ

『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻
上
の
六
ｂ
五
行
目
か
ら
七
ｂ
一
行

目
ま
で
に
相
当
す
る
。

２
．
一
七
行
目
か
ら
一
二
八
行
目

　
「
三
元
品
戒
経
道
君
問
難
罪
福
第
二
」
の
題
が
あ
る
。
上
記
Ｂ
『
太
上
洞

玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』
の
三
二
ａ
一
○
行
目
か
ら
巻
末
ま
で
に
相

当
す
る
。

３
．
一
二
九
行
目
か
ら
三
三
六
行
目

　
「
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
下
第
三
」
の
題
が
あ
る
。
上
記
Ｃ
『
太
上
霊

宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
巻
三
の
一
ａ
三
行
目
か
ら
七
ａ
四
行
目
ま
で
と
、

巻
四
の
二
一
ｂ
二
行
目
か
ら
二
六
ａ
四
行
目
ま
で
に
相
当
す
る
。

　

以
上
が
、
京
都
二
五
三
の
内
容
で
あ
る
。

　

京
都
二
五
三
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の

奥
書
の
こ
と
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
京
都
二
五
三
に
は
「
承
聖
三
年
三

月
七
日
道
士
朱
世
元
書
」
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
南
朝
梁
の
承
聖
三
年
（
五

五
四
）
と
い
う
紀
年
は
、
道
教
関
係
の
敦
煌
写
本
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の

で
あ
）
10
（

る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
大
淵
忍
爾
氏
は
、「
確
か
に
個
人
の
手
を

転
々
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
の
敦
煌
鈔
本
中
の
道
経
に
関

し
て
は
、
六
世
紀
の
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
然
も
総
て
北
朝
系
の
書
法
を

伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
紀
年
を
有
す
る
も
の
は
存
し
な
い
。
然
る
に
本

鈔
本
は
梁
末
の
紀
年
を
有
し
、
敦
煌
道
経
と
し
て
は
最
古
に
属
す
る
、
極
め

て
特
異
な
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
特
異
性
に
注
目
す
る
一
方
、「
た

だ
道
蔵
未
収
の
衆
篇
序
経
は
、
六
・
七
米　

或
い
は
そ
れ
以
上
に
亘
る
長
巻

に
あ
り
、
本
鈔
本
以
外
は
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
と
に
各
一
点
を
存
す
る
の
み

で
、
他
に
存
し
た
形
迹
が
な
く
、
本
文
と
奥
書
き
と
は
同
一
人
の
手
蹟
の
如

く
で
あ
り
、
今
は
暫
く
奥
書
き
の
紀
年
に
従
っ
て
扱
う
こ
と
と
す
）
11
（

る
」
と
記

し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
大
淵
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
と
に
存
す
る
衆

篇
序
経
の
鈔
本
と
い
う
の
は
、
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
と
ペ
リ
オ
二
三
八
六
で

あ
る
。
ペ
リ
オ
二
三
八
六
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
王
卡
氏
の
研
究
に
よ
っ

て
、
ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
が
ペ
リ
オ
二
三
八
六
と
筆
跡
が
同
じ
で
、
内
容
も

連
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
同
一
抄
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
）
12
（

る
。
王
卡
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、
京
都
二
五
三
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
と
ス
タ
イ
ン
五
七
三
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三
＋
ペ
リ
オ
二
三
八
六
の
二
件
（
写
本
の
数
と
し
て
は
三
点
）
の
敦
煌
写
本

が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
ず
、
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
か
ら
見
て
い
く
と
、
こ
れ
は
、
首
部
残
欠
、

尾
部
完
具
の
写
本
で
、
尾
題
に
「
衆
篇
序
経
」
と
あ
る
。
全
部
で
四
一
五
行

の
文
が
存
し
て
お
り
、
七
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
巻
で
あ
）
13
（

る
。
ス
タ
イ

ン
六
六
五
九
の
内
容
に
つ
い
て
、
京
都
二
五
三
の
場
合
と
同
様
に
、
上
記
Ａ

Ｂ
Ｃ
と
の
対
応
関
係
を
記
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
．
一
行
目
か
ら
六
三
行
目

　

首
部
が
欠
け
て
い
て
原
題
を
欠
く
が
、
内
容
か
ら
見
て
、「
元
始
五
老
赤

書
玉
篇
真
文
天
書
経
第
一
」
と
い
う
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
Ａ

『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
の
巻
上
、
四
ａ
七
行
目
か
ら
七
ｂ
一

行
目
ま
で
に
相
当
す
る
。

２
．
六
四
行
目
か
ら
一
七
六
行
目

　
「
三
元
品
戒
経
道
君
問
難
罪
福
第
二
」
の
題
が
あ
る
。
上
記
Ｂ
『
太
上
洞

玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』
の
三
二
ａ
一
○
行
目
か
ら
巻
末
ま
で
に
相

当
す
る
。

３
．
一
七
七
行
目
か
ら
四
一
五
行
目

　
「
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
下
第
三
」
の
題
が
あ
る
。
上
記
Ｃ
『
太
上
霊

宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
巻
三
の
一
ａ
三
行
目
か
ら
七
ａ
四
行
目
ま
で
と
、

巻
四
の
二
一
ｂ
二
行
目
か
ら
二
七
ｂ
七
行
目
ま
で
に
相
当
す
る
。

　

以
上
が
、
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
の
内
容
で
あ
る
。

　

次
に
、
ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
＋
ペ
リ
オ
二
三
八
六
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
は
首
部
・
尾
部
と
も
に
残
損
し
、
十
一
行
の
文
が
存

す
る
小
断
片
で
あ
り
、
大
淵
忍
爾
氏
は
こ
れ
を
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文

天
書
経
』
を
書
写
し
た
も
の
と
し
て
著
録
し
て
い
）
14
（

る
が
、
上
記
の
よ
う
に
、

王
卡
氏
は
、
ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
は
ペ
リ
オ
二
三
八
六
と
筆
跡
が
同
じ
で
、

内
容
も
連
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
抄
本
と
し
て
考
え
て
い
る
。
ペ
リ

オ
二
三
八
六
は
首
部
残
欠
、
尾
部
完
具
の
写
本
で
、
尾
題
は
な
い
。
全
部
で

三
九
六
行
の
文
が
存
し
て
お
り
、
七
二
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
巻
で

あ
）
15
（

る
。

　

ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
の
内
容
は
、
上
記
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天

書
経
』
巻
上
の
三
ａ
一
○
行
目
か
ら
三
ｂ
一
○
行
目
ま
で
に
相
当
す
る
。

　

ペ
リ
オ
二
三
八
六
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
一
行
目
か
ら
七
○
行
目

　

首
部
が
欠
け
て
い
て
原
題
を
欠
く
が
、
内
容
か
ら
見
て
、「
元
始
五
老
赤

書
玉
篇
真
文
天
書
経
第
一
」
と
い
う
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
Ａ

『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻
上
の
三
ｂ
一
○
行
目
か
ら
巻
末
ま

で
に
相
当
す
る
。

２
．
七
一
行
目
か
ら
一
六
四
行
目

　
「
三
元
品
戒
経
道
君
問
難
罪
福
第
二
」
の
題
が
あ
る
。
上
記
Ｂ
『
太
上
洞

玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』
の
三
二
ａ
一
○
行
目
か
ら
巻
末
ま
で
に
相

当
す
る
。

３
．
一
六
五
行
目
か
ら
三
九
六
行
目

　
「
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
下
第
三
」
の
題
が
あ
る
。
上
記
Ｃ
『
太
上
霊
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宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
巻
三
の
一

ａ
三
行
目
か
ら
七
ａ
四
行
目
ま
で

と
、
巻
四
の
二
一
ｂ
二
行
目
か
ら
二

六
ａ
四
行
目
ま
で
に
相
当
す
る
。

　

以
上
が
、
ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
＋

ペ
リ
オ
二
三
八
六
の
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
京
都
二
五
三
、
ス
タ
イ
ン
六

六
五
九
、
ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
＋
ペ

リ
オ
二
三
八
六
の
三
件
（
四
点
）
の

敦
煌
写
本
の
相
互
関
係
を
、
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
図
で
表
示
し
て
お
く

（
図
）
16
（

１
）。

　

図
1
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ペ

リ
オ
二
三
八
六
と
京
都
二
五
三
は
同

じ
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
京
都

二
五
三
に
は
そ
の
直
後
に
尾
題
と
奥

書
が
あ
る
。
一
方
、
ス
タ
イ
ン
六
六

五
九
は
そ
の
あ
と
も
文
が
続
い
て
い

て
、
そ
れ
は
道
蔵
本
『
太
上
霊
宝
諸

天
内
音
自
然
玉
字
』（
上
記
Ｃ
）
と

一
致
す
る
。
ペ
リ
オ
二
三
八
六
と
京

都
二
五
三
の
よ
う
に
、
そ
の
箇
所
で

80
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Ａ
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Ａ
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Ｂ
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Ｃ
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終
わ
る
テ
キ
ス
ト
と
、
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
の
よ
う
に
そ
の
あ
と
も
文
が
続

く
テ
キ
ス
ト
と
の
、
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

も
し
、
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
と
す
る
と
、
ペ
リ
オ
二
三
八
六

と
京
都
二
五
三
の
両
写
本
に
は
、
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
と
比
べ
た
場
合
、
テ

キ
ス
ト
と
し
て
の
親
近
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
検

討
す
る
た
め
に
、
念
の
た
め
、
こ
の
三
件
（
四
点
）
の
敦
煌
写
本
に
つ
い

て
、
文
字
の
異
同
を
調
べ
て
み
る
と
、
三
件
（
四
点
）
の
敦
煌
写
本
の
間
で

小
さ
な
文
字
の
異
同
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
内
容
に
関
わ
る
よ
う
な
異
同
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
そ
の
中
で
比
較
的
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
次
の
四

箇
所
で
あ
る
。

１
．
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
の
一
四
二
行
目
「
建
立
静
舎
」

　

ペ
リ
オ
二
三
八
六
は
書
き
直
し
の
跡
が
あ
り
、「
建
立
静
観
」
に
作
る
。

京
都
二
五
三
は
「
建
立
静
寺
」
に
作
る
。
な
お
、
道
蔵
本
『
太
上
洞
玄
霊
宝

三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』（
上
記
Ｂ
）
は
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
に
同
じ
く

「
建
立
静
舎
」
に
作
る
。

２
．
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
の
一
八
五
行
目
「
当
爾
之
日
、
天
朗
炁
清
」

　

ペ
リ
オ
二
三
八
六
と
京
都
二
五
三
は
、
と
も
に
「
当
天
朗
炁
清
」
に
作

る
。
な
お
、
道
蔵
本
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』（
上
記
Ｃ
）
は

「
当
時
、
天
朗
炁
清
」
に
作
る
。

３
．
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
の
二
三
二
行
目
以
下
の
誦

　

ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
と
京
都
二
五
三
は
一
行
四
句
（
二
十
字
）
で
書
か
れ

て
い
る
が
、
ペ
リ
オ
二
三
八
六
は
、
一
行
三
句
（
十
五
字
）。
道
蔵
本
『
太

上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』（
上
記
Ｃ
）
は
、
ペ
リ
オ
二
三
八
六
に
同
じ

く
一
行
三
句
（
十
五
字
）。

４
．
ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
の
二
四
一
行
目
「
无
極
大
聖
衆
」

　

ペ
リ
オ
二
三
八
六
は
五
字
分
が
空
格
に
な
っ
て
い
る
。
京
都
二
五
三
は

「
元
始
出
玉
文
」
に
作
る
。
道
蔵
本
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』（
上

記
Ｃ
）
は
、
京
都
二
五
三
に
同
じ
く
「
元
始
出
玉
文
」
に
作
る
。

　

以
上
の
四
箇
所
の
う
ち
、
１
は
、
仏
教
語
（「
寺
」）
が
道
教
的
な
語
彙

（「
観
」「
舎
」）
に
書
き
換
え
ら
れ
る
と
い
う
事
例
に
相
当
す
る
。
一
般
に
、

敦
煌
写
本
に
は
道
蔵
本
と
比
べ
て
仏
教
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
）
17
（
る
が
、
こ
の
事
例
で
は
、
京
都
二
五
三
だ
け
が
仏
教
語
で
、
ス
タ
イ
ン

六
六
五
九
と
道
蔵
本
が
道
教
的
語
彙
、
ペ
リ
オ
二
三
八
六
は
書
き
直
し
の
跡

が
あ
っ
て
道
教
的
語
彙
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
や
や
複
雑
な
形
に
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
ペ
リ
オ
二
三
八
六
と
京
都
二
五
三
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
親
近

性
が
高
い
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
以
上
に
挙
げ
た
四
箇
所

の
相
異
点
の
う
ち
、
ペ
リ
オ
二
三
八
六
と
京
都
二
五
三
が
同
じ
で
あ
る
例
は

２
だ
け
で
あ
り
、
必
ず
し
も
親
近
性
が
高
い
と
は
言
い
が
た
い
。
し
た
が
っ

て
、
文
字
の
異
同
の
点
か
ら
見
て
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
想
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
京
都
二
五
三
に
は
、
真
贋
に
関
す
る
議
論
が
あ
る
。
上
述
の

よ
う
に
、
大
淵
忍
爾
氏
は
京
都
二
五
三
が
六
世
紀
南
朝
の
紀
年
を
有
す
る
こ

と
に
注
目
し
て
そ
の
特
異
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
内
容
そ
の
他
の
点
か
ら
、
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暫
く
紀
年
ど
お
り
の
も
の
と
し
て
扱
う
と
い
う
判
断
を
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
藤
枝
晃
氏
は
、
京
都
二
五
三
に
使
わ
れ
た
「
徳
化
李
氏
凡
将
閣
珍
蔵
」

と
い
う
九
文
字
の
収
蔵
印
が
偽
造
で
あ
る
こ
と
を
主
た
る
根
拠
と
し
て
、
こ

れ
が
偽
物
で
あ
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
）
18
（

た
。

　

本
稿
は
、
京
都
二
五
三
の
真
贋
問
題
を
論
じ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の

で
、
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
行
う
こ
と
は
し
な
い
。
た
だ
、
栄
新
江
氏
の
指
摘

す
る
よ
う
に
、
写
本
の
真
贋
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
外
形
的
な
面
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
）
19
（

う
。
そ
の
点
か

ら
見
て
、
大
淵
氏
が
示
唆
し
、
王
卡
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
道
蔵
に
収
め

ら
れ
て
い
な
い
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
な
る
も
の
を
偽
造
す
る

こ
と
は
、
そ
の
底
本
が
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
困
難
で
あ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
）
20
（
る
。
ち
な
み
に
、
も
し
京

都
二
五
三
が
偽
物
で
あ
る
と
す
る
と
、
伝
世
文
献
が
存
在
し
な
い
以
上
、
比

較
的
似
た
形
の
も
の
と
し
て
、
同
じ
箇
所
で
終
わ
っ
て
い
る
ペ
リ
オ
二
三
八

六
を
も
と
に
し
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
字
の
異

同
か
ら
見
た
場
合
、
ペ
リ
オ
二
三
八
六
と
京
都
二
五
三
が
近
い
と
も
言
い
が

た
い
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
可
能
性
も
低
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

三
　
道
教
史
か
ら
見
た
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」

　

京
都
二
五
三
の
真
贋
問
題
の
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
次
に
、「
太
上

洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
と
い
う
文
献
の
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
見
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

上
述
の
よ
う
に
、「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
と
い
う
題
名
の
文

献
は
道
蔵
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
道
蔵
に
収
め
る
道
教
類
書
の
中
に
五

カ
所
、「
衆
篇
経
云
（
曰
）」
と
か
「
衆
篇
序
云
」
と
し
て
、
断
片
的
に
引
用

さ
れ
て
、
そ
の
佚
文
が
見
え
る
。
そ
れ
を
列
挙
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

１
．『
道
門
経
法
相
承
次
序
』
巻
上
（
道
蔵
第
七
六
二
冊
）、
一
六
ａ
…
…

「
衆
篇
経
曰
」
と
し
て
、
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻

上
、
五
ａ
3
行
目
〜
五
ｂ
三
行
目
を
引
用
。

２
．『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
巻
八
（
道
蔵
第
二
〇
？
冊
）、
一
五
ａ
…
…

「
衆
篇
経
云
」
と
し
て
、
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻

上
、
五
ａ
六
行
目
〜
七
行
目
、
お
よ
び
、
Ｃ
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自

然
玉
字
』
巻
三
、
二
ｂ
六
行
目
〜
七
行
目
を
引
用
。

３
．『
三
洞
珠
嚢
』
巻
七
（
道
蔵
第
七
八
一
冊
）、
二
○
ａ
…
…
「
衆
篇
経

云
」
と
し
て
、
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻
上
、
三
ｂ

一
行
目
〜
四
ｂ
五
行
目
を
引
用
。

４
．『
上
清
道
類
事
相
』
巻
三
（
道
蔵
第
七
六
五
冊
）、
二
ｂ
…
…
「
衆
篇

経
云
」
と
し
て
、
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻
上
、
五
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ｂ
三
行
目
を
引
用
。

５
．『
雲
笈
七
籤
』
巻
七
、
九
ｂ
…
…
「
衆
篇
序
云
」
と
し
て
、
Ａ
『
元

始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻
上
、
二
ａ
二
行
目
〜
三
行
目
を
引

用
。

　

以
上
が
、
道
蔵
に
収
め
る
道
教
類
書
に
見
え
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆

篇
序
章
」
の
佚
文
で
あ
る
。
以
上
に
挙
げ
た
も
の
の
う
ち
、
前
節
で
挙
げ
た

敦
煌
写
本
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」（
京
都
二
五
三
、
ス
タ
イ
ン

六
六
五
九
、
ス
タ
イ
ン
五
七
三
三
＋
ペ
リ
オ
二
三
八
六
）
と
重
な
る
の
は
、

1
番
か
ら
4
番
で
あ
る
。
5
番
の
『
雲
笈
七
籤
』
の
引
用
だ
け
が
、
敦
煌
写

本
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
に
は
見
え
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
敦
煌
写
本
に
残
る
道
教
類
書
の
中
に
見
え
る
も
の
が
一
例

あ
る
。
次
に
挙
げ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
上
記
の
1
番
か
ら
5
番
に
続
け

て
記
し
て
お
こ
う
。

６
．
日
本
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
敦
煌
写
本
「
道
教
叢マ

マ書
残
巻
」

W
B
32 ‒1 (30 )

…
…
「
霊
宝
衆
篇
序
経
云
」
と
し
て
、
Ｃ
『
太
上
霊
宝

諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
巻
四
、
二
四
ｂ
八
行
目
〜
二
四
ｂ
一
○
行
目
を

引
）
21
（

用
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
現
在
、
我
々
が
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝

妙
経
衆
篇
序
章
」
は
、
道
蔵
と
敦
煌
写
本
に
見
え
る
佚
文
を
総
合
す
る
と
、

次
の
①
か
ら
③
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
。

　

①
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』（
道
蔵
第
二
六
冊
）
巻
上
、

二
ａ
二
行
目
か
ら
三
行
目
、
お
よ
び
、
三
ａ
一
○
行
目
か
ら
七
ｂ
一
行

目
。

　

②
Ｂ
『
太
上
洞
玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』（
道
蔵
第
二
○
二
冊
）

三
二
ａ
一
○
行
目
か
ら
巻
末
ま
で
。

　

③
Ｃ
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』（
道
蔵
第
四
九
冊
）
巻
三
、
一

ａ
三
行
目
か
ら
七
ａ
四
行
目
、
お
よ
び
、
巻
四
、
二
一
ｂ
二
行
目
か
ら

二
七
ｂ
七
行
目
。

　

現
在
、
我
々
が
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」

が
、
こ
の
文
献
の
本
来
の
姿
を
ど
の
程
度
伝
え
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
文
か
ら
見
る
限
り
、「
太
上
洞
玄
霊

宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇

真
文
天
書
経
』・
Ｂ
『
太
上
洞
玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』・
Ｃ
『
太
上

霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
の
中
に
お
い
て
、
共
通
の
傾

向
を
有
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
共
通
の
傾
向
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、

こ
の
文
献
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
文
献
の
タ

イ
ト
ル
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序0

章
」
に
は
、「
序
」
と
い
う
語
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
〈
序
〉
と
い
う
語
が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
右
に
挙
げ
た
も
の
の
う
ち
、
1
番
か
ら
4
番

は
、
こ
の
文
献
を
「
衆
篇
経
」
と
呼
ん
で
い
て
「
序
」
と
い
う
語
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
別
途
考
察
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
「
太

上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
に
記
載
さ
れ
た
事
柄
に
共
通
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
が
主
眼
で
あ
る
の
で
、
行
論
の
都
合
上
、
仮
に
、

〈
序
〉
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
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以
下
、
① 

② 

③
の
順
に
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
。
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
と
い
う

経
典
の
大
半
を
占
め
て
い
る
の
は
、
宇
宙
の
始
原
の
時
間
に
出
現
し
、
天
地

万
物
の
秩
序
の
源
泉
と
さ
れ
る
「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
と
呼
ば
れ
る
神
秘

的
な
文
字
（
こ
れ
は
の
ち
に
霊
宝
斎
や
授
度
の
儀
式
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
）
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
で
あ
る
。『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真

文
天
書
経
』
は
、
道
蔵
で
は
上
中
下
三
巻
か
ら
成
る
が
、
現
存
す
る
「
太
上

洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
の
①
は
、
そ
の
巻
上
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

巻
上
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
巻
上
は
四
十
二
葉
か
ら
成
る

が
、
冒
頭
か
ら
七
ｂ
一
行
目
ま
で
は
、「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
の
由
来
や

「
霊
宝
」
の
定
義
な
ど
、「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
事

柄
が
書
か
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
七
ｂ
二
行
目
か
ら
巻
上
の
終
わ
り

（
四
二
ｂ
三
行
目
）
ま
で
は
、
東
方
・
南
方
・
中
央
・
西
方
・
北
方
そ
れ
ぞ

れ
の
「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
の
秘
篆
文
の
形
と
そ
の
解
説
、「
霊
宝
赤
書

五
篇
真
文
」
の
効
験
、
お
よ
び
、
元
始
五
老
が
現
出
し
た
と
い
う
五
帝
（
青

帝
・
赤
帝
・
黄
帝
・
白
帝
・
黒
帝
）
真
符
な
る
も
の
の
形
と
そ
の
解
説
、
五

帝
真
符
の
用
い
方
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
今
、
仮
に
、〈
序
〉
に
対
す
る

も
の
と
し
て
、〈
本
文
〉
と
い
う
語
を
用
い
る
と
す
る
と
、「
霊
宝
赤
書
五
篇

真
文
」
お
よ
び
こ
れ
と
関
連
す
る
五
帝
真
符
な
る
も
の
の
形
や
解
説
、
用
い

方
・
効
験
な
ど
を
記
し
た
実
質
的
な
部
分
（
巻
上
、
七
ｂ
二
行
目
以
降
）

は
、
こ
の
経
典
の
〈
本
文
〉
に
当
た
り
、「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
に
つ
い

て
の
総
括
的
な
記
載
（
七
ｂ
一
行
目
以
前
の
部
分
）
は
、〈
序
〉
に
当
た
る

と
見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
存
す
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇

序
章
」
の
①
は
、
そ
の
〈
序
〉
の
部
分
に
相
当
し
て
い
る
。

　

次
に
、
②
に
つ
い
て
。
Ｂ
『
太
上
洞
玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』

は
、
霊
宝
経
の
教
理
の
基
盤
を
な
す
因
果
応
報
と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
に

し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
道
蔵
本
は
一
巻
三
十

八
葉
か
ら
成
る
。
冒
頭
か
ら
二
二
ａ
四
行
目
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
上
元
天

官
三
宮
三
府
三
十
六
曹
、
中
元
地
官
三
宮
三
府
四
十
二
曹
、
下
元
水
官
三
宮

三
府
四
十
二
曹
の
名
称
と
役
割
が
ず
ら
り
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

人
々
の
功
過
罪
福
を
司
る
官
署
を
指
し
、
そ
こ
で
は
、
人
々
の
行
い
の
善
悪

に
応
じ
て
仙
界
に
行
く
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
を
振
り
分
け
る
仕
事
が
な
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
つ
い
で
、
二
二
ａ
五
行
目
か
ら
三
二
ａ
九
行
目
ま
で
の

と
こ
ろ
で
は
、「
三
元
品
戒
罪
目
」
と
い
う
項
目
名
の
も
と
、
天
官
・
地

官
・
水
官
の
各
曹
が
司
る
罪
科
、
合
計
百
八
十
条
が
具
体
的
に
列
挙
さ
れ
た

あ
と
、
上
元
・
中
元
・
下
元
の
日
（
こ
の
日
に
は
神
々
が
三
元
宮
中
に
集
合

し
て
人
々
の
功
過
罪
福
・
生
死
簿
録
の
確
認
が
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る
）
に
、

三
元
謝
過
の
法
に
依
っ
て
清
斎
を
行
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
あ
と
の
三
二
ａ
一
○
行
目
か
ら
巻
末
ま
で
は
、
子
孫
が
斎
を
行
っ
て

祖
先
を
供
養
す
る
こ
と
が
何
故
、
祖
先
の
済
度
に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
太
上
道
君
が
質
問
を
し
、
天
尊
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
太
上
道
君
と
天
尊
と
の
問
答
は
、
自
業
自
得
の
原

則
に
貫
か
れ
て
い
る
仏
教
本
来
の
因
果
応
報
説
と
、
来
世
と
い
う
観
念
を
持

た
ず
家
単
位
で
因
果
応
報
を
考
え
て
き
た
中
国
の
伝
統
的
な
観
念
と
の
間
に
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生
じ
た
相
克
と
、
そ
れ
ら
両
者
の
考
え
方
を
調
整
し
よ
う
と
し
た
霊
宝
経
の

立
場
が
う
か
が
わ
れ
る
興
味
深
い
箇
所
で
あ
）
22
（

る
。
現
存
す
る
「
太
上
洞
玄
霊

宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
の
②
の
箇
所
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
太
上
道
君

と
天
尊
と
の
問
答
の
部
分
に
当
た
っ
て
い
る
。
Ｂ
『
太
上
洞
玄
霊
宝
三
元
品

戒
功
徳
軽
重
経
』
の
全
体
か
ら
見
る
と
、
こ
の
部
分
は
、
そ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
で
淡
々
と
列
挙
さ
れ
て
き
た
功
過
罪
福
を
司
る
仕
組
み
に
つ
い
て
の
記
述

を
承
け
て
、
因
果
応
報
説
に
関
わ
る
根
本
的
な
問
題
点
を
自
ら
取
り
上
げ
、

そ
の
正
当
性
を
説
明
し
た
箇
所
で
あ
る
。
Ｂ
『
太
上
洞
玄
霊
宝
三
元
品
戒
功

徳
軽
重
経
』
の
主
題
で
あ
る
功
過
罪
福
を
司
る
仕
組
み
に
つ
い
て
の
詳
細
な

記
述
（
功
過
罪
福
を
司
る
官
署
や
「
三
元
品
戒
罪
目
」）
は
、
こ
の
道
経
の

中
で
は
〈
本
文
〉
と
意
識
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
、
因
果
応
報
説
に
関
わ
る
根

本
的
な
事
柄
を
問
答
の
形
で
説
明
し
た
文
は
、〈
序
〉
で
あ
る
と
意
識
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
存
す
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
の
②

は
、
こ
の
〈
序
〉
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
③
に
つ
い
て
。
Ｃ
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
は
、
道

蔵
本
で
は
四
巻
か
ら
成
る
経
典
で
あ
る
。
そ
の
全
体
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

別
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
）
23
（

る
。
こ
の
経
典
の
巻
一
・
巻
二
で
は
、
東
西
南
北

の
四
方
そ
れ
ぞ
れ
に
八
天
、
合
計
で
三
十
二
天
の
「
八
会
内
音
自
然
玉
字
」

の
形
（
符
に
似
た
形
状
の
も
の
）
と
三
十
二
天
の
名
称
、
お
よ
び
、
三
十
二

天
そ
れ
ぞ
れ
の
「
玉
訣
」
な
る
も
の
が
ず
ら
り
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
巻
三
の
冒
頭
か
ら
七
ａ
四
行
目
ま
で
は
、
巻
一
・
巻
二
の
無
味

乾
燥
な
記
述
か
ら
は
一
転
し
て
、
突
如
、
物
語
風
の
文
章
に
な
り
、
新
た
な

劫
の
始
ま
り
の
時
に
、
神
秘
的
な
「
霊
書
八
会
」（「
八
会
内
音
自
然
玉
字
」

と
同
じ
も
の
）
の
二
百
五
十
六
字
（
三
十
二
天
の
そ
れ
ぞ
れ
に
八
字
ず
つ
対

応
し
て
い
る
）
が
天
空
に
現
れ
、
元
始
天
尊
が
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
天

真
皇
人
に
説
明
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
衆
生
の
罪
が
除
か
れ
て
、
全
世
界
が
一

新
さ
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
の
物
語
風
の
記
述
は
、
霊
宝
経
の
中
心
思

想
で
あ
る
「
開
劫
度
人
」
の
こ
と
を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
た
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
現
存
す
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
の
③

の
前
半
（
巻
三
、
一
ａ
三
行
目
〜
七
ａ
四
行
目
）
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
物
語

風
の
記
述
の
箇
所
に
当
た
る
。

　

こ
の
あ
と
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
は
、
巻
三
の
七
ａ
五
行
目

か
ら
巻
四
の
二
一
ｂ
一
行
目
ま
で
、
三
十
二
天
の
各
八
字
の
文
字
の
説
明
が

長
々
と
続
く
。
こ
れ
は
天
真
皇
人
に
よ
る
「
霊
書
八
会
」
に
つ
い
て
の
解
説

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
天
の
「
内
音
」
と
呼
ば
れ
る
梵
語
的
な
響
き
を
持
つ

神
秘
的
な
呪
文
の
よ
う
な
も
の
の
こ
と
が
、「
无
量
洞
章
」
と
呼
ば
れ
る
五

言
詩
を
含
め
た
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
難
解
な
部
分

で
あ
る
。
そ
れ
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
巻
四
の
二
一
ｂ
二
行
目
か
ら
巻
末
ま
で

は
、
天
真
皇
人
が
自
分
の
過
去
世
の
こ
と
を
語
る
と
い
う
形
で
、「
龍
漢
以

来
」
の
長
大
な
時
間
に
わ
た
る
輪
廻
転
生
の
歴
史
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
、

伝
授
の
規
定
な
ど
が
短
く
記
さ
れ
る
。
現
存
す
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆

篇
序
章
」
の
③
の
後
半
は
、
こ
の
巻
四
の
二
一
ｂ
二
行
目
以
降
の
部
分
に
相

当
す
る
。

　

天
真
皇
人
の
過
去
世
か
ら
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
歴
史
が
『
太
上
霊
宝
諸
天
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内
音
自
然
玉
字
』
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、

「
霊
書
八
会
」
と
い
う
天
か
ら
示
さ
れ
た
神
秘
的
な
も
の
に
つ
い
て
人
々
に

解
説
し
た
天
真
皇
人
は
、
非
常
に
重
要
な
神
格
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
元
始
天
尊
に
つ
い
て
は
、『
太
上

洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』
の
中
に
詳
し
い
前
世
物
語
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
霊
宝
経
の
元
始
旧
経
の
中
で
、
前
世
の
こ
と
が
と
り
わ
け
長
文
に
わ

た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
神
格
は
、
元
始
天
尊
と
天
真
皇
人
で
あ
る
（
左
玄
真

人
と
右
玄
真
人
の
こ
と
も
元
始
天
尊
に
付
随
す
る
形
で
出
て
く
る
が
、
こ
れ

は
元
始
天
尊
の
前
世
物
語
の
一
部
分
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）。
ち
な
み

に
、
霊
宝
経
の
新
経
に
は
、
葛
仙
公
の
過
去
世
の
こ
と
が
長
々
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
も
、
新
経
に
お
い
て
葛
仙
公
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
）
24
（
る
。『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
の
中
に

天
真
皇
人
の
前
世
の
こ
と
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊
宝
経
の
作
者
は
、
元

始
旧
経
に
お
い
て
天
真
皇
人
が
元
始
天
尊
に
次
ぐ
重
要
な
神
格
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
権
威
づ
け
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
天
真
皇
人
が
解
説
し
た
「
霊

書
八
会
」
な
る
も
の
が
、
霊
宝
経
の
元
始
旧
経
の
中
で
重
要
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇

序
章
」
の
③
の
後
半
に
あ
た
る
巻
四
の
二
一
ｂ
二
行
目
以
降
の
部
分
は
、
そ

う
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

　

以
上
、
現
存
す
る
「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
の
文
①
②
③
が
、

三
つ
の
霊
宝
経
（
Ａ
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』・
Ｂ
『
太
上
洞

玄
霊
宝
三
元
品
戒
功
徳
軽
重
経
』・
Ｃ
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
部
分
に
当
た
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し

た
。
①
は
「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
や
五
帝
真
符
の
形
と
そ
の
用
い
方
・
効

験
な
ど
を
記
し
た
実
質
的
な
部
分
が
〈
本
文
〉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
霊

宝
赤
書
五
篇
真
文
」
の
由
来
や
「
霊
宝
」
の
定
義
と
い
っ
た
総
括
的
な
説
明

の
文
が
〈
序
〉
と
さ
れ
て
お
り
、
②
で
は
、
功
過
罪
福
を
司
る
官
署
の
こ
と

や
「
三
元
品
戒
罪
目
」
が
〈
本
文
〉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
因
果
応
報
説
に

関
わ
る
根
本
的
な
問
題
点
を
説
明
し
た
文
が
〈
序
〉
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
③
の
前
半
で
は
、
三
十
二
天
の
名
称
や
そ
の
「
玉
訣
」
が
〈
本

文
〉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
開
劫
度
人
」
の
場
面
の
物
語
的
記
述
が
〈
序
〉

と
さ
れ
、
③
の
後
半
で
は
、
天
真
皇
人
に
よ
る
「
霊
書
八
会
」
の
解
説
が

〈
本
文
〉
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
天
真
皇
人
の
前
世
に
つ
い
て
の
話
が

〈
序
〉
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
仮
に
、〈
本
文
〉
と
い
う
語
を
用
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
経
の
中

核
部
分
を
〈
本
文
〉
と
す
る
と
、〈
序
〉
は
〈
本
文
〉
に
つ
い
て
の
総
括
的

も
し
く
は
補
足
的
説
明
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
〈
本
文
〉

と
〈
序
〉
と
い
う
区
別
は
、
霊
宝
経
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い

問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、〈
本
文
〉
に

相
当
す
る
の
は
、
①
の
「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
や
五
帝
真
符
、
②
の
功
過

罪
福
を
司
る
官
署
や
「
三
元
品
戒
罪
目
」、
③
の
三
十
二
天
の
名
称
・「
玉

訣
」
や
「
霊
書
八
会
」
の
解
説
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
来
、
秘
伝
的

要
素
の
強
い
も
の
に
由
来
す
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
霊
宝
五
符
な

ど
の
呪
符
信
仰
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
「
霊
宝
赤
書
五
篇
真
文
」
な
ど
は
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そ
の
見
易
い
例
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
秘
伝
的
要
素
の
強
い
〈
本

文
〉
を
多
く
の
人
々
に
公
開
し
、
そ
の
意
義
を
説
明
し
た
文
が
〈
序
〉
で

あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序0

章
」

は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
〈
序
〉
を
集
め
た
文
献
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
霊
宝
経
の
〈
序
〉
を
集
め
た
、
こ
の
よ
う
な
文
献
が
作
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
問
題
を
少
し
考

え
て
み
た
い
。

　

上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
」
は
、「
霊
宝

中
盟
経
目
」（『
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』
巻
四
）
に
見
え
る
「
衆
経
序
一
巻
」

に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
霊
宝
中
盟
経
目
」
に
は
、
陸
修
静

「
霊
宝
経
目
」
の
中
で
「
元
始
旧
経
」
の
中
の
「
已
出
」
と
書
か
れ
た
経
典

と
、「
新
経
」
と
し
て
名
が
上
が
っ
て
い
る
経
典
の
名
を
載
せ
た
の
ち
に
、

陸
修
静
「
霊
宝
経
目
」
に
は
見
え
な
い
「
霊
宝
上
元
金
籙
簡
文
一
巻
」「
霊

宝
下
元
黄
籙
簡
文
一
巻
」「
霊
宝
三
元
斎
儀
一
巻
」「
霊
宝
明
真
斎
儀
一
巻
」

「
霊
宝
金
籙
斎
儀
一
巻
」「
霊
宝
黄
録
斎
儀
一
巻
」
な
ど
霊
宝
斎
に
関
す
る
書

物
多
数
と
、「
太
上
智
慧
上
品
戒
文
一
巻
」
と
い
う
戒
に
関
す
る
書
物
な
ど

を
載
せ
、
最
後
に
「
衆
経
序
一
巻
」
を
載
せ
て
い
る
。

　

別
）
25
（

稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
霊
宝
経
の
「
元
始
旧
経
」
は
、
宇
宙
論

や
救
済
論
か
ら
修
行
論
・
養
生
論
に
至
る
ま
で
体
系
立
っ
た
経
典
群
と
し
て

構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
全
体
が
完
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
未

完
の
ま
ま
で
終
わ
っ
て
い
た
。
陸
修
静
「
霊
宝
経
目
」
に
「
未
出
」
と
書
か

れ
た
経
典
は
「
霊
宝
中
盟
経
目
」
に
名
が
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
霊
宝
経
の
作
者
た
ち
は
、「
元
始
旧
経
」
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
を
や
め
て
、
そ
の
代
わ
り
に
、「
新
経
」
を
作
成
し
、
さ
ら
に

は
、
霊
宝
斎
に
関
す
る
書
物
や
戒
に
関
す
る
書
物
な
ど
の
作
成
に
力
を
注
ぐ

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た

か
を
推
測
し
て
み
る
に
、
そ
こ
に
は
陸
修
静
の
時
代
か
ら
百
年
余
り
の
間
に

お
け
る
道
教
の
変
化
が
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
霊

宝
経
の
教
理
・
思
想
体
系
の
構
築
と
い
う
時
代
か
ら
、
霊
宝
齋
な
ど
の
道
教

儀
礼
の
場
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
書
物
や
、
教
団
の
中
で

実
際
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
戒
律
に
つ
い
て
記
し
た
書
物
な
ど
、
実
用
的
・

実
践
的
な
内
容
の
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
へ
の
変
化
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

　

霊
宝
斎
や
戒
に
つ
い
て
は
、
実
は
、「
元
始
旧
経
」
と
「
新
経
」
に
お
い

て
、
す
で
に
分
散
的
に
書
か
れ
て
い
た
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
の
「
霊

宝
赤
書
五
篇
真
文
」
や
③
の
「
霊
書
八
会
」
な
ど
は
、
霊
宝
斎
の
儀
式
の
中

で
実
際
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
②
の
「
三
元
品
戒
罪
目
」
の
よ

う
な
戒
の
項
目
は
、
教
団
の
中
で
実
際
的
な
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
他
に
も
、「
十
善
因
縁
上
戒
之
律
」「
十
四
戒
持
身
之
品
」「
上
品

十
戒
」「
十
二
可
従
戒
」（
い
ず
れ
も
『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
罪
根
上
品
大
戒

経
』
巻
上
）
や
、「
智
慧
閉
塞
六
情
上
品
誡
」「
智
慧
度
生
上
品
大
誡
」「
智

慧
十
善
勧
助
上
品
大
誡
」（
い
ず
れ
も
『
太
上
洞
真
智
慧
上
品
大
誡
』）
な

ど
、
霊
宝
の
戒
の
主
な
も
の
は
、
す
で
に
「
元
始
旧
経
」
に
出
て
き
て
い
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た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
戒
を
ま
と
め
た
小
冊
子
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば

便
利
だ
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ま
し
て

や
、
種
類
の
多
い
霊
宝
斎
の
場
合
、
個
々
の
斎
の
執
り
行
い
方
に
つ
い
て
の

み
記
し
た
単
独
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
斎
や
戒
に
つ
い
て
の
実
用
的
・
実
践
的
な
部
分
を
集
め
て
利

用
し
や
す
い
形
に
し
、
単
独
の
書
物
と
し
て
作
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
が
、
陸
修
静
の
時

代
か
ら
百
年
余
り
の
間
に
生
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
一
方

で
、
そ
う
し
た
実
用
的
・
実
践
的
な
部
分
に
は
入
ら
な
い
、「
霊
宝
」
の
観

念
や
「
五
篇
真
文
」
の
総
括
的
説
明
、
因
果
応
報
説
に
つ
い
て
の
踏
み
込
ん

だ
解
説
、「
開
劫
度
人
」
の
場
面
の
物
語
的
記
述
な
ど
、
い
わ
ば
霊
宝
経
の

理
念
に
関
わ
る
よ
う
な
内
容
の
部
分
が
、〈
本
文
〉
に
対
す
る
〈
序
〉
と
意
識

さ
れ
、「
衆
経
序
一
巻
」
な
る
書
物
が
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
「
衆
経
序
一
巻
」
な
る
書
物
の
編
纂
は
、
も
し
、

京
都
二
五
三
の
奥
書
が
信
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
南
朝
梁

の
承
聖
三
年
（
五
五
四
）
よ
り
も
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

注（
1
） 『
守
屋
孝
蔵
氏
蒐
集
古
経
図
録
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
六
四
年
）

（
2
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』（
福
武
書
店
、
一
九
七
八
年
）、
同
『
敦
煌
道

経 

図
録
編
』（
福
武
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
│
綜

述
・
目
録
・
索
引
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
○
○
四
年
）

（
3
） 

道
蔵
本
と
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
注（
2
）所
掲
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目

録
編
』
九
六
〜
九
八
頁
に
詳
し
い
。

（
4
） 

中
嶋
隆
蔵
「
太
上
業
報
因
縁
経
に
お
け
る
応
報
論
」（『
中
国
の
宗
教
・
思
想
と
科

学
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
5
） 

両
半
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
麦
谷
邦
夫
「
南
北
朝
隋
唐
初
道
教
教
義
管
窺
│
│
以

『
道
教
義
枢
』
為
綫
索
│
│
」（
辛
冠
潔
他
編
『
日
本
学
者
論
中
国
哲
学
史
』、
中
華

書
局
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
6
） 

注（
2
）所
掲
王
卡
書
一
二
四
〜
一
二
七
頁
参
照
。

（
7
） 

注（
2
）所
掲
王
卡
書
一
三
三
頁
、
施
安
昌
主
編
『
晋
唐
五
代
書
法
』（『
故
宮
博
物
院

蔵
文
物
珍
品
全
集
』
一
八
、
商
務
印
書
館
、
二
○
○
一
年
）
一
七
二
〜
一
七
八
頁
参

照
。

（
8
） 

注（
2
）所
掲
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
三
〇
四
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録

編
』
六
一
五
頁
、
注（
2
）所
掲
王
卡
書
一
四
七
頁
参
照
。

（
9
） 

注（
2
）所
掲
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
三
六
三
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録

編
』
八
九
三
〜
八
九
八
頁
、
注（
2
）所
掲
王
卡
書
二
三
五
頁
参
照
。

（
10
） 

紀
年
の
あ
る
道
教
関
係
敦
煌
写
本
の
一
覧
は
、
注（
2
）所
掲
王
卡
書
二
九
一
〜
二
九

三
頁
参
照
。

（
11
） 

注（
2
）所
掲
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
七
六
頁
。

（
12
） 

注（
2
）所
掲
王
卡
書
一
○
六
頁
。

（
13
） 

ス
タ
イ
ン
六
六
五
九
に
つ
い
て
は
、
注（
2
）所
掲
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録

編
』
六
九
〜
七
三
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
九
三
〜
一
○
三
頁
、
注（
2
）所

掲
王
卡
書
一
○
六
頁
参
照
。

（
14
） 

注（
2
）所
掲
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
一
七
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録

編
』
一
頁
。

（
15
） 
ペ
リ
オ
二
三
八
六
に
つ
い
て
は
、
注（
2
）所
掲
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』

七
三
頁
〜
七
五
頁
参
照
。

（
16
） 

な
お
、
Ｄ
Ｘ
一
八
九
三
（
首
尾
残
損
し
、
巻
題
な
く
、
九
行
の
文
が
存
す
る
小
断

片
。
道
蔵
本
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻
上
、
五
ｂ
行
目
か
ら
六
ａ
二
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京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
敦
煌
道
経（
神
塚
）

行
目
ま
で
に
相
当
す
る
）
に
つ
い
て
、
大
淵
忍
爾
氏
は
こ
れ
を
『
元
始
五
老
赤
書
玉

篇
真
文
天
書
経
』
を
書
写
し
た
も
の
と
し
て
著
録
し
て
い
る
（『
敦
煌
道
経 

目
録

編
』
一
七
頁
、『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
一
頁
）
が
、
王
卡
氏
は
、「
今
考
此
件
紙
質

筆
跡
、
均
同
京
都
二
五
三
残
抄
本
《
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
》、
疑
両
件
原

是
同
抄
本
、
但
文
字
不
連
続
。
今
姑
従
大
淵
目
定
名
」（『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
│

綜
述
・
目
録
・
索
引
』
九
二
頁
）
と
し
て
、
京
都
二
五
三
と
同
一
抄
本
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
） 

前
田
繁
樹
「「
敦
煌
本
」
と
「
道
蔵
本
」
の
差
異
に
つ
い
て
│
│
古
「
霊
宝
経
」
を

中
心
と
し
て
│
│
」（『
東
方
宗
教
』
第
八
四
号
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
18
） 

藤
枝
晃
「「
徳
化
李
氏
凡
将
閣
珍
蔵
」
印
に
つ
い
て
」（『
学
叢
』
第
七
号
、
京
都
国

立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
）

（
19
） 

栄
新
江
「
李
盛
鐸
蔵
巻
的
真
与
偽
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
一
九
九
七
年
第
二
期
）
五
頁

「
敦
煌
写
本
的
真
偽
鑑
別
是
十
分
複
雑
的
問
題
、
写
経
本
身
・
題
記
和
収
蔵
印
是
三

個
応
当
分
別
考
慮
的
因
素
。
…
…
総
之
、
従
李
盛
鐸
蔵
巻
的
真
与
偽
来
看
、
判
別
一

個
写
巻
的
真
偽
、
最
好
能
明
了
其
来
歴
和
伝
承
経
過
、
再
対
紙
張
・
書
法
・
印
鑑
等

外
観
以
鑑
別
、
而
重
要
的
一
点
是
従
内
容
上
加
以
判
断
、
用
写
巻
本
身
所
渉
及
的
歴

史
・
典
籍
等
方
面
的
知
識
来
検
験
它
。
我
們
不
応
軽
易
否
定
有
価
値
的
写
本
、
也
不

能
把
学
術
研
究
建
立
在
偽
巻
基
礎
上
」

（
20
） 

注（
2
）所
掲
王
卡
書
一
○
七
頁
「
又
按
京
都
蔵
本
近
人
多
疑
是
偽
造
品
。
但
従
此
経

内
容
看
、
実
際
不
存
在
可
供
偽
造
者
利
用
的
底
本
。
無
論
中
国
或
日
本
学
者
、
都
不

可
能
捏
造
経
名
“
太
上
洞
玄
霊
宝
妙
経
衆
篇
序
章
”」

（
21
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写
本W

B
32 ‒1 (30 )

は
、
道
教
類
書
『
道
要
』
の
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
道

教
写
本
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
哲
学
五
九
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
22
） 

拙
稿
「
霊
宝
経
と
初
期
江
南
仏
教
│
│
因
果
応
報
思
想
を
中
心
に
│
│
」（『
東
方
宗

教
』
第
九
一
号
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
23
） 

拙
稿
「
六
朝
霊
宝
経
に
見
え
る
本
生
譚
│
│
『
太
上
霊
宝
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
と

『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』
の
場
合
│
│
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
国
中
世
社

会
と
宗
教
』、
道
気
社
、
二
○
○
二
年
）。

（
24
） 

拙
稿
「
霊
宝
経
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
三
教
交
渉
論
叢
』、
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
25
） 

拙
稿
「
霊
宝
経
に
お
け
る
経
典
神
聖
化
の
論
理
│
│
元
始
旧
経
の
「
開
劫
度
人
」
説

を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
哲
学
五
一
、
二
〇
〇
五

年
）。

キ
ー
ワ
ー
ド
：  

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
敦
煌
写
本
、
六
朝
道
教
、
太
上
洞
玄
霊
宝

妙
経
衆
篇
序
章
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Abstract

Dunhuang Daoist Manuscripts preserved at Kyoto National Museum

KAMITSUKA Yoshiko

 Kyoto National Museum possesses two Dunhuang daoist manuscripts, namely “Taishang Yebao 
Inyuan Jing (vol. 8)” 太上業報因縁経巻第八 <No. 252> and “Taishang Dongxuan Lingbao Miaojing 
Zhongpian Xuzhang” 太上洞玄霊宝妙経衆篇序章 <No. 253>. The former is well known because it 
is designated as national important cultural property, but the latter has not been much researched. 
This article examines the contents of the latter text in detail, and makes clear that it is an important 
document indicating the situation of the Daoism of the sixth century.

Keywords:   Dunhuang Daoist Manuscripts preserved at Kyoto National Museum, Daoism in Six 
dynasties, Taishang Dongxuan Lingbao Miaojing Zhongpian Xuzhang


